
第
３
回
豊
岡
・
円
山
川
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

健
康
と
防
災
の
大
切
さ
を
再
認
識

結
婚
お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
記
念
品
の
贈
呈

結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
・
菜
の
花
で
彩
る
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン

小
坂
小
学
校
児
童
が「
ナ
タ
ネ
実
証
ほ
」で
環
境
学
習

　

市
で
は
、
本
市
に
婚
姻
届
を
出

さ
れ
た
方
に
対
し
、
６
月
か
ら
、

「
市
長
か
ら
の
お
祝
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
と
記
念
品
の
「
コ
ウ
ノ
ト
リ

ポ
ス
ト
カ
ー
ド
（
1
セ
ッ
ト
10
種

10
枚
）」
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
４
月
以
降
に
結
婚

さ
れ
た
カ
ッ
プ
ル
に
も
お
祝
い
を

贈
り
ま
す
の
で
、
希
望
の
方
は
申

し
出
く
だ
さ
い
。

【
5
月
】

17
日
・
豊
岡
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
警
戒
本
部
設
置

18
日
・
豊
岡
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
対
策
本
部
に
変
更

19
日
・
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対

策
の
た
め
、
小
・
中
学
校
、

幼
稚
園
、保
育
所
を
休
校
・

休
園
、
公
民
館
等
公
共
施

設
、
高
齢
者
通
所
施
設
等

を
休
業
措
置

23
日
・
学
校
・
公
共
施
設
等
再
開

26
日
・
平
成
21
年
第
４
回
豊
岡
市

議
会
（
臨
時
会
）

29
日
・
学
校
行
事
等
全
面
再
開

30
日
・
教
育
懇
談
会
開
催（
出
石
、

但
東
地
域
）

31
日
・
教
育
懇
談
会
開
催
（
城
崎

地
域
）

【
6
月
】

1
日
・
平
成
21
年
第
５
回
豊
岡
市

議
会
（
定
例
会
）
開
会

　
　

・
中
学
生
の「
ト
ラ
イ
や
る
・

ウ
ィ
ー
ク
」
実
施
（
〜
6

日
）

3
日
・
豊
岡
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
警
戒
本
部
に
変
更

6
日
・
2
0
0
8
「
植
村
直
己
冒

険
賞
」
特
別
賞
授
賞
式
・

記
念
講
演
会

8
日
・
副
市
長
候
補
者
募
集
開
始

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

▲結婚お祝いメッセージを受け取った國
眼直也さんと糸恵さん（日高町府市場）

　

6
月
7
日
、
第
3
回
豊
岡
・
円

山
川
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
開
催
し
、

約
1
0
0
人
が
総
合
体
育
館
か
ら
、

円
山
川
堤
防
周
遊
コ
ー
ス
約
5
・

5
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
歩
き
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
市
民
が
交
流
し

な
が
ら
、
健
康
増
進
を
図
る
だ
け

で
な
く
、
平
成
16
年
の
台
風
23
号

の
記
憶
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、

防
災
・
減
災
意
識
を
高
め
る
こ
と

も
目
的
に
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
は
、
途
中
休
憩
で
河
川

水
位
の
危
険
レ
ベ
ル
と
市
の
避
難

情
報
の
話
を
聞

き
、
ゴ
ー
ル
後

は
健
康
相
談
や

救
急
救
命
講
習

な
ど
を
受
け
ま

し
た
。

　

ま
た
、
昼
食

に
は
、
炊
き
出

し
体
験
と
し
て
、

非
常
食
（
ア
ル
フ
ァ
化
米
）
と
豚

汁
が
振
る
舞
わ
れ
、
健
康
と
防
災

の
大
切
さ
を
再
認
識
す
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

第
５
回
水
害
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加

平
成
16
年
台
風
23
号
時
の
支
援
へ
の
恩
返
し

　

激
甚
な
水
害
を
経
験
し
た
全
国

の
市
町
村
長
が
集
ま
り
、
教
訓
や

治
水
へ
の
思
い
を
語
り
合
う
水
害

サ
ミ
ッ
ト
が
、
平
成
17
年
か
ら
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
会
は
、
水
害
経
験
を
通
じ

て
得
た
知
見
や
課
題
を
全
国
発
信

す
る
と
と
も
に
、
防
災
・
減
災
に

つ
な
が
る
意
見
や
提
言
を
関
係
機

関
に
伝
え
る
大
切
な
役
割
を
担
っ

▲楽しく元気に歩く参加者

て
い
ま
す
。

　

本
市
は
、
新
潟
県
三
条
市
・
見み

附つ
け

市
、
福
井
県
福
井
市
の
３
市
と

共
に
こ
の
会
の
発
起
人
で
す
。

　

今
年
の
第
5
回
水
害
サ
ミ
ッ
ト

は
、
6
月
2
日
に
東
京
都
で
開
催

さ
れ
、
中
貝
市
長
が
出
席
し
、「
人

と
円
山
川
と
の
共
生
」
と
題
し
て
、

円
山
川
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
も
住
め
る

湿
地
再
生
を
紹
介
し
ま
し
た
。

の
観
察
や
利
活
用
な
ど
に
つ
い
て

学
び
、
こ
の
日
も
ナ
タ
ネ
の
収
穫

作
業
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

刈
取
り
で
使
用
し
た
コ
ン
バ
イ

ン
の
燃
料
に
は
、市
内
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
廃
食
用
油
か
ら
転
換
し

た
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
を
使
用

し
、
バ
イ

オ
マ
ス
の

利
活
用
と

環
境
に
配

慮
し
た
エ

ネ
ル
ギ
ー

の
利
用
を

検
証
し
ま

し
た
。

　

市
で
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン

構
想
に
掲
げ
て
い
る
「
Ｂ
Ｄ
Ｆ
化

（
菜
の
花
で
彩
る
バ
イ
オ
マ
ス
タ

ウ
ン
）」
の
取
組
み
と
し
て
、
市

内
の
6
地
域
に
、
そ
れ
ぞ
れ
50

ア
ー
ル
の
栽
培
実
証
ほ
を
設
置
し
、

栽
培
技
術
の
確
立
と
デ
ー
タ
収
集
、

併
せ
て
、
収
穫
し
た
ナ
タ
ネ
の
利

活
用
に
つ
い
て
も
実
証
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

　

6
月
9
日
、
出
石
町
鳥
居
で
収

穫
期
を
迎
え
た
ナ
タ
ネ
の
刈
取
り

作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
ほ
場
は
、
小
坂
小
学
校
の
環

境
教
育
の
場
に
も
な
っ
て
お
り
、

4
月
に
は
、
児
童
が
ナ
タ
ネ
の
花

▲実証ほで観察する小坂小児童
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水
害
に
関
す
る
講
師
や
パ
ネ
リ

ス
ト
の
依
頼
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

今
年
、
予
定
の
も
の
を
入
れ
て
、

既
に
、
札
幌
、
東
京
、
名
古
屋
、

尼
崎
、
熊
本
、
倉
吉
、
奈
良
、
半

田
か
ら
招
か
れ
て
い
ま
す
。

　

あ
れ
か
ら
約
5
年
。
死
者
7
人
、

床
上
浸
水
5
千
世
帯
、
災
害
ゴ
ミ

3
万
6
千
ト
ン
。
そ
の
数
字
の
背

後
に
、
市
民
の
途
方
も
な
い
苦
し

み
が
横
た
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

豊
岡
は
、
確
か
に
立
ち
上
が
っ

て
き
ま
し
た
。
立
ち
上
が
っ
て
き

た
の
は
、
私
た
ち
自
身
で
す
。
し

か
し
、
私
た
ち
だ
け
で
で
き
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
多
く
の

人
々
、
国
や
自
治
体
、
団
体
、
企

業
な
ど
に
助
け
ら
れ
、
励
ま
さ
れ

て
こ
こ
ま
で
来
ま
し
た
。

　

私
た
ち
に
は
、
被
災
地
責
任
が

あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
同
じ
失
敗
を
し
な
い
こ

と
。
自
然
の
脅
威
を
侮
ら
ず
、
自

ら
の
備
え
を
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、

私
た
ち
の
得
た
教
訓
、
ノ
ウ
ハ
ウ

な
ど
を
全
国
の
人
々
に
提
供
し
、

役
立
て
て
も
ら
う
こ
と
。

　

大
水
害
の
経
験
を
持
つ
市
町
村

に
呼
び
掛
け
、
国
土
交
通
省
の
幹

部
を
招
い
て
毎
年
水
害
サ
ミ
ッ
ト

を
開
い
て
い
ま
す
。
自
治
体
担
当

者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
水
害

対
策
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
ま
と
め
、
出

版
も
し
ま
し
た
。
国
土
交
通
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
軒
先
を
借
り
て
、

ノ
ウ
ハ
ウ
集
の
公
開
も
し
て
い
ま

す
。
水
害
サ
ミ
ッ
ト
で
、
国
へ
の

要
望
も
続
け
て
い
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
仲
間
は
増
え
続
け

て
い
ま
す
。
家
族
を
失
い
、
あ
る

い
は
家
を
流
さ
れ
て
泣
き
叫
ぶ

人
々
の
姿
を
テ
レ
ビ
で
見
る
と
、

胸
が
詰
ま
り
ま
す
。

　

大
水
害
が
起
き
る
と
、
私
は
そ

の
市
町
村
の
首
長
に
、
緊
急
時
に

や
る
べ
き
こ
と
を
書
い
て
、
メ
ー

ル
と
フ
ァ
ッ
ク
ス
を
送
り
ま
す
。

　

先
日
の
水
害
サ
ミ
ッ
ト
で
岡
崎

市
長
が
寄
っ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。

「
市
民
が
絶
望
の
底
に
あ
る
時
、

市
長
は
市
民
の
前
に
姿
を
現
し
て

市
民
を
励
ま
せ
と
言
わ
れ
た
。
そ

う
し
て
よ
か
っ
た
」
と
。

　

出
水
期
に
入
り
ま
し
た
。﹃
備

え
よ
﹄、で
す
。

備
え
よ

20

市
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

発
生
か
ら
安
心
宣
言
ま
で
の
対
応
報
告

  

新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
発

生
に
伴
い
、
市

で
は
、
警
戒
本

部
・
対
策
本
部

を
設
置
し
、
次

の
対
策
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
学
校
で
は
、
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
偏
見
や
誹ひ

謗ぼ
う

中

傷
に
負
け
な
い
よ
う
に
子
ど
も
た

ち
を
育
成
す
る
授
業
を
行
い
、
市

も
打
撃
を
受
け
た
地
域
経
済
の
回

復
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、今
後
強
毒
性
の
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
た

場
合
の
対
応
を
し
っ
か
り
と
検

討
し
、事
前
の
備
え
に
努
め
ま
す
。

【
対
策
報
告
】

１
．
学
校
・
施
設
等
の
措
置

○
5
月
18
日
〜
22
日

・
小
・
中
学
校
、
幼
稚
園
・
保

育
所
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

等
休
校
休
園
（
休
園
期
間
中

の
保
育
料
等
減
免
）

・
公
民
館
等
公
共
施
設
休
業

・
高
齢
者
通
所
施
設
等
休
業
要

請
※
休
園
中
も
、
医
療
関
係
従
事

者
、母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
の

希
望
者
の
乳
幼
児
は
受
け
入
れ

○
5
月
23
日

　

学
校
・
施
設
等
再
開

※
修
学
旅
行
等
は
学
校
判
断
で
実

施
○
5
月
29
日

　

学
校
行
事
等
全
面
再
開

2
．
マ
ス
ク
配
布

○
妊
婦
・
人
工
透
析
患
者
へ
配
布

3
．
周
知
・
啓
発

○
市
長
記
者
会
見
3
回
、
報
道
機

関
へ
資
料
配
布
14
回

○
防
災
行
政
無
線
放
送

・
市
長
放
送
延
べ
6
回

・
火
・
金
曜
日
定
時
放
送

○
チ
ラ
シ
配
布
（
新
聞
・
広
報
折

込　

各
１
回
）

○
Ｆ
Ｍ
ジ
ャ
ン
グ
ル
放
送

○
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載

4
．
国
・
県
等
へ
の
要
望

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状

や
遺
伝
子
検
査
･
疫
学
的
調
査
の

目
的
が
国
民
に
分
か
り
や
す
く
説

明
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
よ
り
、

無
理
解
や
誤
解
が
偏
見
を
助
長
し

た
事
態
を
解
消
す
る
た
め
、
市
で

は
、
5
月
29
日
、
国
や
県
な
ど
に

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
関

し
て
の
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

新型インフルエンザ対策に関する要望書
　この度の新型インフルエンザ対策に全力で取り組んでいただいているこ
とに、市民を代表して心からの敬意を表します。
　新型インフルエンザは国民を大きな不安に陥れました。幸い、多くの感染
者が軽症のままで回復しており、かつ既存の抗インフルエンザウィルス薬の
治療が有効であることなどから、国においては、「季節性インフルエンザと類
似している」との見解が示されたところです。
　今なお国や県において行われている遺伝子検査や疫学的調査は、第２波、
すなわち将来ウィルスが強毒性を獲得して再来する場合に備えることを主
目的とする対策であると理解しています。
　しかしながら、他方で、今なお多くの国民に「新型インフルエンザは恐ろし
いものだ」という潜在意識があり、あるいは、恐ろしくなくても、行政から社
会活動に関する様々な制約をかけられる厄介なものだという意識があり、季
節性インフルエンザに比べて過度に忌み嫌われているというのが実態です。
　しかも、人々のそのような無理解や偏見を取り除く努力は、なお不十分で
あるか功を奏していないと言わざるを得ない状態です。
　患者の発生が報じられた地域では、宿泊のキャンセル等が続出して地域経
済が大きな打撃を受け、修学旅行先で児童生徒が「菌を撒き散らしに来たの
か」等の暴言を吐かれて傷つき、あるいは患者本人や家族が精神的に追いつ
められるなど、遺伝子検査による陽性結果の公表がなされればなされるほど
地域社会が傷つけられていくという事態に陥っています。
　そこで、このような事態を解消するため、以下のことについて、早急に、か
つ本腰を入れて取り組まれるよう、強く要望します。

記
１　国民に対し、新型インフルエンザの症状など医学所見とその評価につい

て、科学的根拠に基づき、分かりやすい表現で、充分説明すること。
２　遺伝子検査や疫学的調査の目的を分かりやすい言葉で充分説明し、理解

を得ること。
３　疫学的分析結果を早く公表すること。
４　患者や家族等を非難中傷することには根拠がなく、卑劣なことであるこ

とを強くアピールすること。また、患者や家族等に対し、罪悪感を覚えた
りする必要がないことを充分説明すること。

５　無理解や偏見に基づく被害が現に発生していることを踏まえ、情報の提
供の仕方についても細心の注意を払うこと。

６　府県別、地域別の患者数を累計で公表あるいは強調することによって、あたかも
その累計数字が現在の患者数であるかのような印象を与えている事態を改善
し、現在の罹患者数、現在の病状等を主体とした公表に努めること。

７　風評被害からの反転攻勢に対し積極的な支援を行うこと。

平成２１年５月２９日
　　　　　　　　　　　様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　豊岡市長　（市長自署）

▲市のインフルエンザ
対策会議
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